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ついて検討することを目的とした。研究方法は 2009 年度から 2013 年度までの中学校における柔道の
「授業」及び「部活動」を対象とし、それぞれの負傷事故の発生状況、種類、部位について調査した。主
な結果を以下に示す。 
柔道の授業の負傷事故件数は 21,526 件であった。学年別の負傷事故件数は 2 年生 8,403 件、3 年
生 7,144 件、1 年生 6,015 件の順であった。男女別の負傷事故件数は男子 17,474 件、女子 4,088 件
であった。負傷事故の多かった上位 3 種類は骨折 7,946 件、挫傷・打撲 6,794 件、捻挫 5,556 件の順
であった。負傷事故の多かった上位 3 部位（部位中負傷事故件数第 1 位）は下肢部 8,568 件（足・足
指部 5,534 件）、体幹部 5,109 件（肩部 1,991 件）、上肢部 4,445 件（手・手指部 2,215 件）の順であっ
た。 
柔道の部活動の負傷事故件数は 32,013 件であった。学年別の負傷事故件数は 2 年生 13,066 件、
1 年生 12,535 件、3 年生 6,412 件の順であった。男女別の負傷事故件数は男子が 25,009 件、女子が
7,004 件であった。負傷事故の多かった上位 3 種類は骨折 12,756 件、捻挫 8,466 件、挫傷・打撲 7,827
件の順であった。負傷事故の多かった上位 3 部位（部位中負傷事故件数第 1 位）は下肢部 12,442 件
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ては 1983～2011 年度の 29 年間において 40 件
発生している。この中学校における柔道の死亡事












ては 1983～2008 年度の 26 年間において 90 件
発生している。この中学校における柔道の障害事














































































































2009 年度から 2013 年度までの負傷事故の発
生件数は 21,562 件であった。平均値は 4,312 件、
標準偏差は 311 であった。この 5 年間の負傷事
故件数の推移としては 2009 年度の 3,955 件から
2011 年度の 4,633 件と 600 件ほど増加していた
が、2012 年度以降は減少しており、2013 年度に






















2009 年度から 2013 年度までの男女別の負傷
事故件数（割合）は男子が 17,474 件（81％）、女
子が 4,088 件（18％）であった。この 5 年間の男女
別の負傷事故件数の推移は、男子は 2009 年度
から 2010 年度まで 400 件ほど増加していたが、
2011 年度以降は減少しており、2013 年度には
2,916 件（72%）と最も負傷事故件数が少なかった。
一 方 、女 子 の負 傷 事 故 件 数 は 2009 年 度 から
2013 年度まで徐々に増加しており、2009 年度は
460 件であったが、2013 年度は 1,100 件（27%）と
負傷事故件数は 2 倍以上増加していた。
表 2 授業の男女別の負傷事故 
給付 男子 女子 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 
2009 3,495 88% 460 11% 3,955 
2010 3,903 85% 658 14% 4,561 
2011 3,841 82% 792 17% 4,633 
2012 3,319 75% 1,078 24% 4,397 
2013 2,916 72% 1,100 27% 4,016 
合計 17,474 (81%) 4,088 (18%) 21,562 
②学年別の負傷事故（表３） 
2009 年度から 2013 年度までの学年別の負傷
事故件数（割合）が最も多いのが 2 年生で 8,403
件（38%）、次に 3 年生で 7,144 件（33%）、1 年生
の 6,015 件（27%）の順であった。 
 
２）負傷事故の種類（表４） 
2009 年度から 2013 年度までの負傷事故の種
類（割合）で最も多いのが骨折で 7,946 件（36％）、
次に挫傷・打撲 6,794 件（31％）、捻挫 5,556 件
（25％）、その他 486 件（2%）、脱臼 409 件（1%）、
靱帯損傷・断裂 371 件（1%）の順であった。 
 
３）負傷事故の部位（表５） 
2009 年度から 2013 年度までの負傷事故の部
位（割合）で最も多かったのは下肢部で 8,568 件
（39％）、次に体幹部 5,109 件（23％）、上肢部
4,445 件（20％）、頭部 2,435 件（11％）、顔部
1,005 件（4％）の順であった。さらに、負傷事故の
部位で負傷事故件数が多かった下肢部、体幹部、
上肢部の上位 3 部位についてさらに詳しく見る。 
①下肢部の負傷事故（表６） 
2009 年度から 2013 年度までの下肢部の負傷
事故の部位（割合）で最も多かったのは足・足指
部で 5,534 件（64％）、次に足関節部 1,553 件
（18％）、膝部 775 件（9％）、下腿部 444 件（5%）、
大腿部・股関節 262 件（3%）の順であった。 
 





2009 年度から 2013 年度までの体幹部の負傷
事故の部位（割合）で最も多かったのは、肩部で
1,991 件（38％）、次に、頸部 1,668 件（32％）、胸
部 703 件（13％）、腰部 478 件（9％）、その他（腹
部、背部、臀部）269 件（5%）の順であった。 
③上肢部の負傷事故（表８） 
2009 年度から 2013 年度までの上肢部の負傷
事故の部位（割合）で最も多かったのは、手・手
指部で 2,215 件（49％）、次に、手関節部 701 件
（15％）、肘部 627 件（14％）、前腕部 601 件
（13％）、上腕部 301 件（6％）の順であった。 
 
表 3 授業の学年別の負傷事故 
給付 １年生 ２年生 ３年生 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,042 26% 1,498 37% 1,415 35% 3,955 
2010 1,200 26% 1,771 38% 1,590 34% 4,561 
2011 1,267 27% 1,825 39% 1,541 33% 4,633 
2012 1,322 30% 1,704 38% 1,371 31% 4,397 
2013 1,184 29% 1,605 39% 1,227 30% 4,016 
合計 6,015 (27%) 8,403 (38%) 7,144 (33%) 21,562 
 
表 4 授業の負傷事故の種類 
給付 骨折 挫傷・打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷・断 その他 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 1,491 37% 1,289 32% 1,044 26% 63 1% - - 68 1% 3,955
2010 1,696 37% 1,413 30% 1,131 24% 85 1% 50 1% 186 4% 4,561
2011 1,771 38% 1,388 29% 1,189 25% 84 1% 115 2% 86 1% 4,633
2012 1,606 36% 1,369 31% 1,166 26% 91 2% 96 2% 69 1% 4,397
2013 1,382 34% 1,335 33% 1,026 25% 86 2% 110 2% 77 1% 4,016
合計 7,946 (36%) 6,794 (31%) 5,556 (25%) 409 (1%) 371 (1%) 486 (2%) 21,562
 
表 5 授業の負傷事故の部位 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 383 9% 187 4% 885 22% 888 22% 1,612 40% 3,955 
2010 500 10% 216 4% 1,018 22% 939 20% 1,888 41% 4,561 
2011 521 11% 215 4% 1,056 22% 943 20% 1,898 40% 4,633 
2012 540 12% 173 3% 1,118 25% 884 20% 1,682 38% 4,397 
2013 491 12% 214 5% 1,032 25% 791 19% 1,488 37% 4,016 
合計 2,435 (11%) 1,005 (4%) 5,109 (23%) 4,445 (20%) 8,568 (39%) 21,562
 
表 6 授業の下肢部の負傷事故 
給付 大腿部・股関節 膝部 下腿部 足関節部 足・足指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 50 3% 142 8% 74 4% 302 18% 1,044 64% 1,612 
2010 58 3% 164 8% 103 5% 334 17% 1,229 65% 1,888 
2011 64 3% 162 8% 103 5% 327 17% 1,242 65% 1,898 
2012 41 2% 164 9% 92 5% 295 17% 1,090 64% 1,682 
2013 49 3% 143 9% 72 4% 295 19% 929 62% 1,488 
合計 262 (3%) 775 (9%) 444 (5%) 1,553 (18%) 5,534 (64%) 8,568 
 




表 7 授業の体幹部の負傷事故 
給付 頸部 肩部 胸部 腰部 その他 
合計
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 295 33% 349 39% 122 13% 71 8% 48 5% 885 
2010 313 30% 425 41% 132 12% 100 9% 48 4% 1,018
2011 348 32% 420 39% 144 13% 96 9% 48 4% 1,056
2012 375 33% 424 37% 141 12% 117 10% 61 5% 1,118
2013 337 32% 373 36% 164 15% 94 9% 64 6% 1,032
合計 1,668 (32%) 1,991 (38%) 703 (13%) 478 (9%) 269 (5%) 5,109
 
表 8 授業の上肢部の負傷事故 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手・手指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 67 7% 137 15% 108 12% 142 15% 434 48% 888 
2010 69 7% 138 14% 137 14% 150 15% 445 47% 939 
2011 79 8% 131 13% 147 15% 154 16% 432 45% 943 
2012 51 5% 97 10% 118 13% 134 15% 484 54% 884 
2013 35 4% 124 15% 91 11% 121 15% 420 53% 791 




には 43,065 人であったが、2013 年度では 35,702
人とこの 5 年間に 7000 人以上も大幅に減少して
いた。 
 
表 9 部員数 
年度 男子 女子 合計 
2009 33,604 9,461 43,065 
2010 31,408 9,203 40,641 
2011 30,936 9,001 39,937 
2012 29,473 8,552 38,025 
2013 27,658 8,044 35,702 
合計 153,079 44,261 197,370 
日本中学校体育連盟 HP より筆者作成 
 
２）負傷事故の発生状況（表１０） 






件数（発生率）の推移としては 2009 年度の 6,695
件（15.54％）から 2010 年度の 6,836 件（16.82％）
と 200 件ほど増加していたが、2011 年度以降は
減少しており、2013 年度は 5,744 件（16.08％）と










表 10 部活動の負傷事故 
給付年度 件数 発生率 
2009 6,695 15.54% 
2010 6,836 16.82% 
2011 6,639 16.62% 
2012 6,099 16.03% 
2013 5,744 16.08% 
合計 32,013 (16.21%) 
平均値 6,403  
標準偏差 462  
 
①男女別の負傷事故（表１１） 
2009 年度から 2013 年度までの男女別の負傷
事 故 件 数 （割 合 ,発 生 率 ）は男 子 が 25,009 件










表 11 部活動の男女別の負傷事故 
給付 男子 女子 
合計 
年度 件数 割合 発生率 件数 割合 発生率 
2009 5,272 78% 15.68% 1,423 21% 15.04% 6,695 
2010 5,306 77% 16.89% 1,530 22% 16.62% 6,836 
2011 5,187 78% 16.76% 1,452 21% 16.13% 6,639 
2012 4,801 78% 16.28% 1,298 21% 15.17% 6,099 
2013 4,443 77% 16.06% 1,301 22% 16.17% 5,744 
合計 25,009 (78%) (16.33%) 7,004 (21%) (15.82%) 32,013 
 
②学年別の負傷事故（表１２） 
2009 年度から 2013 年度までの学年別の負傷
事故件数（割合,発生率）で最も多かったのは 2
年生で 13,066 件（40%,6.62%）、次に 1 年生





表 12 部活動の学年別の負傷事故 
給付 １年生 ２年生 ３年生 
合計 
年度 件数 割合 発生率 件数 割合 発生率 件数 割合 発生率 
2009 2,578 38% 5.98% 2,688 40% 6.24% 1,429 21% 3.31% 6,695 
2010 2,787 40% 6.85% 2,755 40% 6.77% 1,294 18% 3.18% 6,836 
2011 2,651 39% 6.63% 2,689 40% 6.73% 1,299 19% 3.25% 6,639 
2012 2,291 37% 6.02% 2,541 41% 6.68% 1,267 20% 3.33% 6,099 
2013 2,228 38% 6.24% 2,393 41% 6.70% 1,123 19% 3.14% 5,744 
合計 12,535 (39%) (6.35%) 13,066 (40%) (6.62%) 6,412 (20%) (3.24%) 32,013
 
３）負傷事故の種類（表１３） 
2009 年度から 2013 年度までの負傷事故の種
類（割合,発生率）で最も多いのが骨折で 12,756
件 （ 39 ％ ,6.46% ） 、 次 に 捻 挫 8,466 件
（26％,4.28%）、挫傷・打撲 7,827 件（24％,3.96%）、
脱臼 1,231 件（3%,0.62%）、靱帯損傷・断裂 922







表 13 部活動の負傷事故の種類 [ ]は発生率 
給付 骨折 挫傷・打撲 捻挫 脱臼 靭帯損傷・断 その他 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
2009 
2,625 39% 1,834 27% 1,816 27% 261 3% ‐ ‐ 159 2% 
6,695
[6.09] [4.25] [4.21] [0.60] ‐ [0.36] 
2010 
2,710 39% 1,741 25% 1,875 27% 212 3% 41 0.5% 257 3% 
6,836
[6.66] [4.28] [4.61] [0.52] [0.10] [0.63] 
2011 
2,635 39% 1,502 22% 1,810 27% 263 3% 273 4% 156 2% 
6,639
[6.59] [3.76] [4.53] [0.65] [0.68] [0.39] 
2012 
2,416 39% 1,467 24% 1,535 25% 239 3% 312 5% 130 2% 
6,099
[6.35] [3.85] [4.03] [0.62] [0.82] [0.34] 
2013 
2,370 41% 1,283 22% 1,430 24% 256 4% 296 5% 109 1% 
5,744
[6.63] [3.59] [4.00] [0.71] [0.82] [0.30] 
合計 
12,756 (39%) 7,827 (24%) 8,466 (26%) 1,231 (3%) 922 (2%) 811 (2%)
32,013
（[6.46]） （[3.96]） ([4.28]) ([0.62]) ([0.46]) ([0.41]) 
 
４）負傷事故の部位（表１４） 
2009 年度から 2013 年度までの負傷事故の部
位（割合,発生率）で最も多かったのは下肢部で
12,442 件（38％,6.30%）、次に上肢部 8,538 件
（26％,4.32%）、体幹部 8,211 件（25％,4.16%）、頭








表 14 部活動の負傷事故の部位 [ ]は発生率 
給付 頭部 顔部 体幹部 上肢部 下肢部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
234 3% 289 4% 1,789 26% 1,790 26% 2,593 38% 
6,695 
[0.54] [0.67] [4.15] [4.15] [6.02] 
2010 
285 4% 280 4% 1,834 26% 1,809 26% 2,628 38% 
6,836 
[0.70] [0.68] [4.51] [4.45] [6.46] 
2011 
302 4% 206 3% 1,643 24% 1,736 26% 2,652 39% 
6,639 
[0.75] [0.51] [4.11] [4.34] [6.64] 
2012 
375 6% 250 4% 1,519 24% 1,622 26% 2,333 38% 
6,099 
[0.98] [0.65] [3.99] [4.26] [6.14] 
2013 
275 4% 226 3% 1,426 24% 1,581 27% 2,236 38% 
5,744 
[0.77] [0.63] [3.99] [4.42] [6.26] 
合計 
1,471 (4%) 1,251 (3%) 8,211 (25%) 8,538 (26%) 12,442 (38%) 
32,013
([0.74]) ([0.63]) ([4.16]) ([4.32]) ([6.30]) 
 
①下肢部の負傷事故（表１５） 
2009 年度から 2013 年度までの下肢部の負傷
事故の部位（割合,発生率）で最も多かったのは、
足・足指部で 5,614 件（45％,2.84%）、次に足関









表 15 部活動の下肢部の負傷事故 [ ]は発生率 
給付 大腿部・股関節 膝部 下腿部 足関節部 足・足指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
118 4% 563 21% 203 7% 566 21% 1,143 44% 
2,593 
[0.27] [1.30] [0.47] [1.31] [2.65] 
2010 
102 3% 552 21% 210 7% 572 21% 1,192 45% 
2,628 
[0.25] [1.35] [0.51] [1.40] [2.93] 
2011 
99 3% 502 18% 200 7% 590 22% 1,261 47% 
2,652 
[0.24] [1.25] [0.55] [1.47] [3.15] 
2012 
89 3% 513 21% 193 8% 502 21% 1,036 44% 
2,333 
[0.23] [1.34] [0.50] [1.32] [2.72] 
2013 
89 3% 510 22% 169 7% 486 21% 982 43% 
2,236 
[0.24] [1.42] [0.47] [1.36] [2.75] 
合計 
497 (3%) 2,640 (21%) 975 (7%) 2,716 (21%) 5,614 (45%) 
12,442 
([0.25]) ([1.33]) ([0.49]) ([1.37]) ([2.84]) 
 
②上肢部の負傷事故（表１６） 
2009 年度から 2013 年度までの上肢部の負傷
事故の部位（割合,発生率）で最も多かったのは、
手・手指部で 3,581 件（41％,1.81%）、次に肘部






表 16 部活動の上肢部の負傷事故 [ ]は発生率 
給付 上腕部 肘部 前腕部 手関節部 手・手指部 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
172 9% 368 20% 256 14% 222 12% 772 43% 
1,790 
[0.39] [0.85] [0.59] [0.51] [1.79] 
2010 
171 9% 389 21% 231 12% 234 12% 784 43% 
1,809 
[0.42] [0.95] [0.56] [0.57] [1.92] 
2011 
180 10% 346 19% 221 12% 240 13% 749 43% 
1,736 
[0.45] [0.86] [0.55] [0.60] [1.87] 
2012 
167 10% 403 24% 188 11% 207 12% 657 40% 
1,622 
[0.43] [1.05] [0.49] [0.54] [1.72] 
2013 
185 11% 374 23% 172 10% 231 14% 619 39% 
1,581 
[0.51] [1.04] [0.48] [0.64] [1.73] 
合計 
875 (10%) 1,880 (22%) 1,068 (12%) 1,134 (13%) 3,581 (41%) 
8,538 
([0.44]) ([0.95]) ([0.54]) ([0.57]) ([1.81]) 
 
③体幹部の負傷事故（表１７） 
2009 年度から 2013 年度までの体幹部の負傷
事故の部位（割合,発生率）で最も多かったのは、
肩部で 4,905 件（59％,2.48%）、次に頸部 1,053
件（12％,0.53%）、腰部 958 件（11％,0.48%）、胸
部 865 件（10％,0.43%）、）の順であった の順であ
った の順であった 。 なお、発生率は表 なお、
発生率は表 なお、発生率は表 9 に示した各年






表 17 部活動の体幹部の負傷事故 [ ]は発生率 
給付 頸部 肩部 胸部 腰部 その他 
合計 
年度 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 
2009 
201 11% 1,092 61% 190 10% 213 11% 93 5% 
1,789 
[0.46] [2.53] [0.44] [0.49] [0.21] 
2010 
226 12% 1,080 58% 210 11% 213 11% 105 5% 
1,834 
[0.55] [2.65] [0.51] [0.52] [0.25] 
2011 
221 13% 953 58% 165 10% 214 13% 90 5% 
1,643 
[0.55] [2.38] [0.41] [0.53] [0.22] 
2012 
212 13% 901 59% 153 10% 167 10% 86 5% 
1,519 
[0.55] [2.36] [0.40] [0.43] [0.22] 
2013 
193 13% 879 61% 147 10% 151 10% 56 3% 
1,426 
[0.54] [2.46] [0.41] [0.42] [0.15] 
合計 
1,053 (12%) 4,905 (59%) 865 (10%) 958 (11%) 430 (5%) 
8,211 





















が 17,474 件（81％）、女子が 4,088 件（18％）と男
子の負傷事故件数が圧倒的に多かった。また、
男女別の負傷事故件数の推移については、男子








の 3 領域から 2 領域を選択し履修することになっ
ている。一方、新学習指導要領では第１学年及
び第 2 学年では体育分野の 8 領域（「体つくり運
動 」、「器 械 運 動 」、「陸 上 競 技 」、「水 泳 」、「球
技」、「武道」、「ダンス」、「体育理論」）すべてが


















































り、2009 年度の 460 件から 2013 年度の 1,100 件
と実に 2 倍以上も増加していた。女子の負傷事故













生が 8,403 件（38％）と最も多く、次に 3 年生
7,144 件（33％）、1 年生 6,015 件（27％）の順で
あった。この 2 年生の負傷事故件数が最も多い理
由としては、保健体育では武道は 1 学年及び 2
学年において必修となっていることと、授業の内
容が 1 年生よりも 2 年生ほうが難しくなることが考
えられる。次に負傷事故件数が多い 3 年生につ












かった上位 3 種類は骨折 7,946 件（36％）、挫傷・
打撲 6,794 件（31％）、捻挫 5,556 件（25％）の順
であり、この 3 種類が負傷事故の 9 割以上を占め
ていた。 
負傷事故の部位は負傷事故件数（割合）が多
かった上位 3 部位は下肢部 8,568 件（39％）、体
幹部 5,109 件（23％）、上肢部 4,445 件（20％）の











打 す る な ど し て 起 き る ケ ー ス が 多 い 」 （ 山












































値は 6,403、標準偏差は 462 であり、数多く、大き
なばらつきなく発生している。部活動の負傷事故
件数の推移は 2009 年度の 6,695 件（15.54％）か
ら 2010 年度 6,836 件（16.82％）と増加していた
が、2011 年度 6639 件（16.03％）から減少してお






「柔道の安全指導」を 2006 年 4 月に初版、2009






















































が 13,066 件（40％,6.62％）と最も多く、次に 1 年












率）が多かった上位 3 種類は、骨折 12,756 件
（39％,6.46％）、捻挫 8,466 件（26％,4.28％）、挫
傷・打撲 7827 件（24％,3.96％）であり、この 3 種
類が負傷事故の約 9 割を占めていた。 
負傷事故の部位で負傷事故件数（割合,発生
率）が多かった上位 3 部位は下肢部 12,442 件
（38％,6.30％）、上肢部 8,538 件（26％,4.32％）、

















推 移 に つ い て は 、 2009 年 度 の 234 件






















い だ り と い っ た 場 合 に も 起 こ り う る 」 （ 山


























子が 17,474 件（81％）、女子が 4,088 件（18％）、











年生が 8,403 件（38％）と最も多く、次に 3 年生
7,144 件（33％）、1 年生 6,015 件（27％）の順で
あった。部活動では 2 年生が 13,066 件（40％）と









業では骨折 7,946 件（36％）、挫傷・打撲 6,794
件（31％）、捻挫 5,556 件（25％）の順で多かった。












業では下肢部 8,568 件（39％）、体幹部 5,109 件
（23％）、上肢部 4,445 件（20％）の順で多かった。
部活動では下肢部 12,442 件（38％）、上肢部
8,538 件（26％）、体幹部 8,211 件（25％）の順で
多かった。 
負傷事故の上位３部位では、授業は下肢部で



























































































































































































スポーツ科学研究, 12, 84-100, 2015 年 
 
100 
 
 全日本柔道連盟（2011）柔道の安全指導第三
版 
 
【URL】 
 文部科学省（2012）柔道の授業の安全な実施
に向けて、pp.1-20 
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310501/fi
les/2013081400056/2013081400056_www_pref_
kochi_lg_jp_uploaded_attachment_66636.pdf,  
2015.7.24 閲覧 
 日本中学校体育連盟： 
http://www18.ocn.ne.jp/~njpa/kamei.html,  
2015.2.11 閲覧 
 内田良（2012）学校管理下の柔道障害事故全
事例、pp.1-20 
http://www.geocities.jp/rischool_blind/,  
2020.8.12 閲覧 
 
 
 
 
 
 
 
